
④「生ごみ堆肥化講習会」参加者募集／国民健康保険税の減免制度をご存知ですか!?
⑥プレミアム付商品券をご購入された市民の皆さまへ／軽自動車税の税率の改正について
⑧がん検診についてのお知らせ／アメリカで第15回　ジョン万次郎祭り開催！
⑩まちのできごと
⑫図書館へ行ってみよう／ＳＰＯＲＴＳ
⑰とみぐすくインフォメーション
表紙：『第23回豊見城市総合文化祭で空手演武を披露する子ども逹』
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特集：「マイナンバーを、きちんと受け取って活用するために!」



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
、き
ち
ん
と
受
け
取
っ
て

活
用
す
る
た
め
に
！

～
あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、平
成
27
年
10
月
以
降
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
確
実
に
受
け
取
り
、有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
～

ポ
イ
ン
ト
1　

住
所
確
認

　

原
則
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
の
世
帯
ご
と
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
2　

書
類
の
中
身
を
確
認

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
簡
易
書
類
で
届
き
ま
す
。
次
の
3
つ
が

入
っ
て
い
る
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

○
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書
と
返
信
用
封
筒

○
説
明
書

ポ
イ
ン
ト
3　

不
在
の
場
合
の
受
取
り

　

配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
局
に
1
週
間
保
管
さ
れ
、

そ
の
後
市
役
所
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
3
ヵ
月
程
度
保
管
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
間
に
本
人
確
認
書
類
等
を
持
参
の
う
え
、
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
4　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。
申
請
方
法
は
主

に
2
通
り
あ
り
ま
す
。

①
郵
送
で
申
請

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書
に
ご
本
人
の
顔
写
真
を
貼
り
、

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ

②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー

ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

ポ
イ
ン
ト
5　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

　

平
成
28
年
1
月
以
降
、
ご
本
人
が
市
町
村
の
窓
口
で
受
け

取
れ
ま
す
。
無
料
で
受
け
取
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
次

の
3
つ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
大
切
に
保
管
し
て
い
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

②

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
「
交

付
通
知
書
」

③
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

TOMIGUSUKU CITY PUBLIC RELATIONS　2015.12 02



　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
の
提
出
や
、
様
々

な
本
人
確
認
書
類
の
場
面
で
利
用
で
き
る
カ
ー

ド
で
す
。
市
町
村
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
平
成

28
年
1
月
以
降
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す

る
際
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
番
号
が
正
し
い
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
の
提
示
も
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
通
知
カ
ー
ド
だ
け
で
は
法
律

上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
本
人
確
認
は
完
了

で
き
ず
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
書
類
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
個
人
カ
ー
ド

な
ら
、
顔
写
真
が
あ
る
の
で
本
人
確
認
が
1

枚
で
完
了
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

で
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
る
電
子
証
明
書
を
用
い
て
、

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
を
行
え
ま
す
。

○

本
市
で
は
平
成
28
年
１
月
18
日
以
降
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
、

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

将
来
的
に
も
様
々
な
使
い
道
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
民
間
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
／
口
座
開
設

　

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を
は
じ
め
、
各
種
民
間
の
オ
ン

ラ
イ
ン
取
引
に
利
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
っ
越
し
で
必
要
な
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

　

行
政
機
関
へ
の
各
種
届
出
に
加
え
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
へ
の
届
け
出
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で

き
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
面

○

法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
収
集
・
保
管
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

○

な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収

集
す
る
際
に
は
本
人
確
認
書
類
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

○

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
、

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い
う
第
三
者
機
関

が
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

○

法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
を
、
従
来
に
比
べ

て
強
化
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面

○

個
人
情
報
は
従
来
ど
お
り
、
年
金
の
情
報
は
年
金

事
務
所
、
税
の
情
報
は
税
務
署
と
い
っ
た
よ
う
に

分
散
し
て
管
理
し
ま
す
。
分
散
管
理
す
る
こ
と
で
、

芋
づ
る
式
の
情
報
漏
え
い
を
防
ぎ
ま
す
。

○

行
政
機
関
間
で
の
情
報
の
や
り
と
り
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
直
接
使
い
ま
せ
ん
。

○

シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
者
を
制
限
・
管
理
し
、

通
信
す
る
場
合
は
暗
号
化
し
ま
す
。

○

平
成
29
年
1
月
か
ら
、「
情
報
提
供
等
記
録
開
示
シ

ス
テ
ム
」
が
稼
働
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
自
分
の
個
人
情
報
を
い
つ
、
誰
が
、
な
ぜ
提

供
し
た
の
か
、
不
正
・
不
適
切
な
照
会
・
提
供
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
を
ご
自
身
で
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

マイナンバー（個人番号）カードは無料で取得でき、
本人確認に利用できる公的身分証明書です。

▲表面
　氏名、住所、生年月日、性別、
本人の写真

▲裏面
　マイナンバー等が記載、
ICチップ搭載

※住基カードは有効期限まで利用できますが、個人番号カード
との重複所持はできません。
※カードのデザインは、現在検討中です。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は

　

☎
０
１
２
０–

９
５–

０マ

１イ

７ナ
ン

８バ
ー

マイナンバー制度は、安心・安全の仕組みです。
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「生ごみ堆肥化講習会」
参加者募集

　日頃家庭から排出される燃やせるごみのうち約3～4

割が生ごみと言われています。

　そこで、ごみの減量化・資源化を推進するため、ダ

ンボールを利用した生ごみ堆肥化（処理）の講習会を実

施します。

日　　時　1月30日（土）

　　　　　10時～12時まで（2時間程度）

場　　所　市役所5階

募集人員　30名

受付方法　生活環境課窓口またはお電話による申込み

制です。

受付期間　12月14日（月）から定員に達するまで。

その他　

　当日は堆肥化に必要な基材をプレゼントします。参

加者を対象に2月下旬に経過観察会も開催します。

※詳しくは生活環境課までお問い合わせください。

お問い合わせ　生活環境課　☎850-5520

日　　時　2月7日（日）　8時30分開会
会　　場　市民体育館メインアリーナ
参加資格　市在住で空手習得者、若しくは市内空手道

場ならびに団体に所属・登録している者。
選手団に対し責任者（監督・コーチ）をつけ
ることなど。

競技種目　①幼年の部（5歳～6歳　保育園児・幼稚園
児　男女混合）

　　　　　②1・2年生型の部（男女混合）
　　　　　③3・4年生型の部（男女混合）
　　　　　④5・6年生型の部（男女混合）
　　　　　⑤中学生型の部（男女混合）
　　　　　⑥高校生型の部（男女混合）
　　　　　⑦一般型の部（男女混合）
参加方法　所定の用紙に必要事項を記入の上、参加料

を添えて、道場・団体単位で申込むこと。
申込期間　1月4日（月）～1月8日（金）※必着
　　　　　10時～17時　※ただし、土日祝日は除く
参加料　1人1,000円（保険料含む）
※詳しくは、市体育協会へお問い合わせください。

○介護状態にならないために、ご自身またはご家族の介護予防について学んでみませんか？
○地域が元気になるために、地域で活かせる知識を学んでみませんか？

１介護保険制度について 介護保険のしくみや、介護予
防事業について

２筋力向上トレーニング 家庭でもできる筋力向上の方
法について

３お口の健康 虫歯や歯周病予防、咀嚼や演
歌など、口腔ケアについて

４ウォーキング 正しいウォーキング方法につ
いて

５高齢者の病気 高齢者に多い疾病や、予防方
法について

６食生活からの健康 調理実習を行い、食生活によ
る介護予防について

７レクリエーション 要介護者や障害者と楽しめる
レクについて

８認知症について 認知症予防の仕組みや、認知
症の方への接し方について

対象者：市内に住所を有する65歳以上の方で要介
護（要支援）認定を受けていないまたは、申
請をしていない方。全日程を受講できる方。

実施場所
[桜山荘]クラス（豊見城中学校区域）：毎週水曜日　
場　　所：[共に生きる町たかみね]
開始日：1月13日(水)13時～15時
[良長園]クラス（長嶺中学校区域）：毎週水曜日
場　　所：[良長園]
開始日：1月6日(水)13時～15時
[友愛園]クラス（伊良波中学校区域）：毎週日曜日
場　　所：[友愛園]
開始日：1月10日(日)14時～16時
募集人数：各クラス20名　
　　　　　※応募者が多数の場合選考となります
申込締切：12月18日（金） 全８回講座

受講料：無料

お問い合わせ・申込み先　
市体育協会（市総合グラウンド内）
☎850-3279　FAX850-3760

第７回市空手道大会
開催について

平成27年度　豊見城市介護予防事業（65歳以上）

豊見城市いきいき健康教室
～「要介護にならない」介護予防について学ぼう～

お問い合わせ
障がい・長寿課
☎856-4292
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国民健康保険税の減免制度をご存知ですか!?
　以下の条件に該当する場合は、審査で国民健康保険
税の「所得割額」が一部もしくは全額免除される場合が
あります。
・平成27年中の世帯の国保加入者および擬主（国保加
入者ではない世帯主）の所得の合計額が、昨年と比較
して3割以上減少している
・失業等で納付困難の状態が続いている
・住んでいる家が、天災・災害等にあって納付困難になった
・債務返済のため住んでいる家を譲渡した際に、その
譲渡所得に対し高額の保険税が課税された

【手続きに必要なもの】
①国民健康保険被保険者証または納税通知書(国保番号
がわかるもの)
②認め印
③平成27年中の世帯の国保加入者および擬主の所得額
を証明する書類
・平成28年度(平成27年分)市県民税または確定申告
書の写し
・給与所得の源泉徴収票（平成27年分）　
※勤務先にて発行
・公的年金の源泉徴収票（平成27年分）　
※日本年金機構から1月に郵送で届きます。
※世帯の状況によって、その他の提出書類が必要になる
場合がありますので保険税班までお問い合わせください。

【減免の相談および申請期間】
・平成28年3月18日（金）まで

お問い合わせ　国保年金課　☎850-0139

日　　時　12月18日（金）10時～12時
場　　所　市役所5階ホール
対　　象　市内在住の3ヵ月～1歳までの子とその保護者
定　　員　親子10組程度　
参加費　無料
持参する物　背中に敷くバスタオル、飲み物、おむつ等
講　　師　喜納　美乃さん（ＮＰＯ法人ロイヤルセラピ

スト協会認定講師）
申込期間　12月7日（月）から定員に達するまで
※以前に受けられた方は対象外になります。
※事前予約はできません。申込み開始日にお電話くだ
さい。

　10月29日、市立中央公民館において、日頃の学校
ボランティア活動への感謝と、今後の学校支援活動の
充実を図る目的で、「学校ボランティア感謝の会」が開
催され、学校ボランティア関係者約120名が参加しま
した。
　感謝の会では、クラブ活動支援等の活動報告を行い、
学校から寄せられた感謝のビデオメッセージが上映さ
れると、会場から歓声が上がりました。
　学習支援とクラブ活動支援をする山城ほたるさんは「教
員を目指していて、大学の授業では得られない経験を
得ることができた。活動を通して、子ども達から『先生』
と呼んでもらえ、充実した時間を過ごしている」と笑顔
を見せてくれました。

お問い合わせ・申込み先
児童家庭課　☎850-0143

子育て講座「ベビーマッサージ」について

ボランティアさん、ありがとう
～学校ボランティア感謝の会～

開催日時　①1月10日（日）②1月31日（日）　
　　　　　9時30分～14時30分
対　　象　20歳～64歳の市民
定　　員　各20名（応募者多数の場合選考）
申込締切　①12月24日（木）②1月21日（木）
場　　所　琉球温泉瀬長島ホテル
受 講 料　無料
【プログラム】
講　　義　医師が生活習慣病の起こるメカニズム

をわかりやすく解説
栄　　養　管理栄養士による食の選び方指導。レス

トランバイキングにて実践
運　　動　健康運動指導士による効果的な運動指導お

よび実践
休　　養　絶景!天然温泉露天風呂でリラックス
申込方法　電話またはFAX、健康推進課窓口まで
配 布 先　市役所1階案内・3階健康推進課窓口・市

HPからダウンロード

生活習慣病予防1日教室
～正しい知識でかしこく暮らそう～

お問い合わせ　健康推進課
 ☎850-0162

 FAX850-5343
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プレミアム付商品券をご購入された市民の皆さまへ

　商品券の有効期限は年内【平成27年12月
31日（木）】となっています。
※期限切れの商品券は使用できません。
※未使用の商品券の払戻し、返品は一
切できません。

　ご利用の際は商品券裏面の事項

をよくお読みください。ご不明な

点があれば市商工会または、商工

観光課までご連絡ください。

○新規募集人数　若干名
○資　　格
　①本市に住所を有する者の子弟で県内大学生（短期大

学生・専門学校生を含む）
　②所得制限等の審査基準を満たした者
　③貸与後、市育英会規則を遵守し、奨学金の返還が

可能な者
○貸 与 額　県内大学生　3万円（月額）
○貸与期間　正規の修学期間
○添付書類
　①育英会奨学金貸与申請書　②住民票謄本　
　③在学証明書　④学校長の人物考定書　
　⑤医師の健康診断書　⑥同意書
○受付期間　12月25日（金）まで
※学校教育課において申請書類の
配布を行っています。

お問い合わせ　学校教育課　☎850-0961

　本市は、新たなまちづくりが進行し、「景色、眺め、風景」
が日々変化しています。
　魅力ある豊見城を次世代へと伝えていくために、景
観計画づくりに取り組んでいます。景観まちづくり塾
は市民の皆さんとともに「景観」に関心をもち、まちづ
くりを体験する機会です。
　さぁ、一緒に「まちあるき」をしながら、豊見城のよ
さを再発見しましょう。

　瀬長島は豊見城発祥の地であり、かつてはグスクや
集落がありました。その風景は残念ながらなくなって
しまいましたが、かつての風景を思い浮かべながら、
瀬長島の隠れた魅力を再発見しましょう。
日　　時　12月12日（土）10時～12時
集　　合　瀬長島　展望台駐車場（9時50分）
※瀬長島ホテル側から車で行けます。
※参加無料、定員30名。定員に達し次第締め切ります。
※駐車場には限りがあります。乗り合わせの利用をお願いします。
※暑さ対策、水分補給に留意し、歩きやすい服装でご参加く
ださい。

豊見城市景観まちづくり塾〈まちあるき編〉

「瀬長島めぐり～かつての風景を想い、景観について考える～」

沖縄鉄軌道計画案づくり!!
STEP3に移ります

　県で進めている沖縄鉄軌道計画案づくりについて、
５月25日（月）～29日（金）に市役所１階でパネル展を
行いました。
　みなさんから頂いた意見などは、「おきなわ鉄軌道
ニュース号外」に取りまとめられています。
　「おきなわ鉄軌道ニュース号外」は、県HPのほか、
都市計画課の窓口にもありますので、ぜひご覧ください。
なお、STEP3では、「比較する複数案」や「評価方法」に
ついて検討が行われます。

①都市計画の種類および名称
◯那覇広域都市計画用途地域の変更
◯3･2･10号豊見城中央線沿線
　（高安旧NHK入口交差点～高安バス停）
②告示日　11月10日（火）
③主な内容
◯第一種低層住居専用地域、第二種低層専用地域から
第一種住居地域へ変更
④計画図は、市ＨＰに掲載しているほか、都市計画課
に備え付けています。
※「用途地域」って何？
　市街化区域内を生活環境や業務の利便が保持できる
よう住宅地、商業地、工業地など12種類に区分し定め
ます。本市では、8種類の用途地域が定められています。
お問い合わせ　都市計画課　☎850-5332

都市計画用途地域の変更を行いました!!

お問い合わせ　市商工会　☎850-2060
　　　　　　　　商工観光課　☎850-5876

平成27年度市育英会奨学生募集（追加）

申込み先
　①代表者氏名②人数（大人･小学生）③連絡先（電話
番号）を、（株）国建（担当：新嘉喜）に下記の方法でお
伝えください。
☎098-861-0578　FAX098-868-4771
メール　choken_arakaki@kuniken.co.jp
お問い合わせ　都市計画課　☎850-5332
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　地方税法の改正に伴い、軽自動車税に関する条例の改正が行われました。平成28年4月1日から原動機付自転車、
軽二輪、小型二輪、小型特殊自動車、軽自動車の税率が引き上げとなります。
★原付、軽二輪、小型二輪、小型特殊自動車

車種区分 税率（年額）
平成27年度まで 平成28年度以降

原付

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円

小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用のもの 1,600円 2,400円
その他のもの 4,700円 5,900円

★軽自動車
①平成27年3月31日までに登録済みの車両は変更ありません。現在の税率である下記表中①現行税率のとおりと
なります。
②平成27年4月1日以後に最初の新規検査※を受ける車両から、下記表中②新税率のとおりとなります。なお、そ
の内4月1日の登録は平成27年度分から課税、4月2日以後の登録は平成28年度分から課税となります。
③平成28年度分から、平成28年4月1日以後の賦課期日（毎年4月1日）現在で、最初の新規検査※から13年を経
過した車両は下記表中③のとおりとなります。
※最初の新規検査とは、今までに車両番号の指定を受けたことのない軽自動車を新たに使用するときに受ける検査です。

車種区分

税率（年額）
①現行税率

(平成27年3月31日まで
に登録済みの車両)

②新税率
(平成27年4月1日以後
に最初の新規検査を受け
る車両)

③平成28年度分から重
課税率

（最初の新規検査から13
年を経過した車両）

三輪 3,100円  3,900円  4,600円

四輪以上
乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円  6,900円  8,200円

貨物用 自家用 4,000円  5,000円  6,000円
営業用 3,000円  3,800円  4,500円

★グリーン化特例（軽課）
　平成27年度に新車新規登録した軽四輪車・軽三輪車のうち、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の
小さい車両は、その燃費性能に応じて、軽自動車税の税率を軽減する特例措置「グリーン化特例（軽課）」が平成
28年度分に限り適用され、下表のとおりの税率となります。
ア．電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
イ．乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
ウ．乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車（イの軽自動車除く）
　　貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車（イの軽自動

車除く）
※イ、ウについては、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

車種区分 平成27年4月1日から平成28年3月31日までに新車新規登録した軽自動車
ア（年額） イ（年額） ウ（年額） ア～ウ以外（年額）

軽三輪 1,000円 2,000円 3,000円  3,900円

軽四輪

乗用・自家用 2,700円 5,400円 8,100円 10,800円
乗用・営業用 1,800円 3,500円 5,200円  6,900円
貨物・自家用 1,300円 2,500円 3,800円  5,000円
貨物・営業用 1,000円 1,900円 2,900円  3,800円

軽自動車税の税率の改正について お問い合わせ
税務課　☎850-0245
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業務内容　障害福祉サービスに係る障害支援区分認定
調査業務。利用者の自宅等へ訪問して面談
および全国統一の調査等を行い、調査結果
資料を作成する。

募集人数　1名
募集期間　希望人員数を満たすまで
雇用期間　最長24ヵ月　※6ヵ月ごとの更新
勤務時間　8時30分～17時15分（土日・祝日休み）
時　　給　1,120円
資格要件等
１．専門的知識および技術を有する者と認められる資格
　　①社会福祉士　②精神保健福祉士　③保健師
　　④介護福祉士　⑤看護師
２．実務経験者で上記1と同等の専門的知識および技

術を有すると認められる者
ア．社会福祉施設等に勤務経験（支援業務従事者に限る）

のある者（2年以上）
イ．相談支援業務経験者（2年以上）
ウ．障害支援区分認定業務経験者（1年以上）
※上記ア〜ウまでの各該当者に加え職務経験合計月数
が通算2年以上の者も専門的技術を有する者と認め
る。ただし、通算とする場合は、各分野につき最低6ヵ
月以上の経験を必要とするものとする。
※普通乗用車運転免許、パソコン等の基本操作ができ
る方
お問い合わせ　障がい・長寿課　☎850-5320

障害支援区分認定調査員を
募集します！

日　　時　1月23日（土）

　　　　　8時受付　8時30分開会式

　　　　　9時開始

場　　所　市立中央公民館　中ホール

参加資格　市内在住・在勤・在学（小中高生歓迎）

参加費　一人1,000円（弁当代を含む）

申込方法　

　生涯学習振興課窓口（市役所2階）もしくは、市立中

央公民館へ参加費を添えてお申込みください。

申込期間　

　12月14日（月）～1月13日（水）（ただし、平日の8時

30分～17時15分）

組み分け　

Ａ組（4段以上）・Ｂ組（初段～3段）・Ｃ組（1級以下）

※参加人数によっては上記の組み合わせを変更する場

合があります。

お問い合わせ　生涯学習振興課　☎850-3582

第41回市長杯新春囲碁大会
参加者募集

　平成27年4月1日以降、無料クーポン券が届く前に下記の検診を受診された場合は自己負担金の払戻申請ができ
ます。ただし、条件がありますので詳しくは健康推進課予防班までお問い合わせをお願いします。
対 象 者：受診日当日に住民登録をされている方で、平成27年4月20日時点で次の年齢の方

※上記の年齢該当者のうち、過去5年間において一度も市町村の実施する子宮頸がん・乳がん検診を受診していない方
【払い戻しの対象となる検診内容】
○大腸がん・・・便潜血検査　○子宮頸がん・・・細胞診検査　○乳がん・・・マンモグラフィ検査
【払戻期間】　平成28年4月15日まで

～がん検診についてのお知らせ～
　平成27年4月1日以降に転入された方や、まだお手元に受診券が届いていないという方へ受診券を発行していま
すので、健康推進課までご連絡ください。
対　象　20歳以上の方
がん検診受診券利用時の補助額

検診項目 市の補助額
胃がん検診（バリウム検査または胃カメラ検査）

年に1度
3,536円

大腸がん検診（便潜血検査） 1,236円　
肺がん検診（レントゲン検査） 1,490円
肺がん検診（喀痰検査） 2,100円

乳がん検診（マンモグラフィ検査またはエコー検査） 2年に1度
※昨年度補助を利用していない方

2,968円
子宮頸がん検診（細胞診検査） 2,456円

がん検診受診方法　①集団健診（市役所、市立中央公民館で実施）　　②個別検診（指定医療機関）

健康推進課からのお知らせ
大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診
無料クーポン券対象者の自己負担金の払い戻しについて

お問い合わせ
健康推進課　☎850-0162

大腸がん検診　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳

子宮頸がん検診　20歳・22歳・25歳・27歳・30歳・32歳・35歳・37歳・40歳

乳がん検診40歳・42歳・45歳・47歳・50歳・52歳・55歳・57歳・60歳
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　アメリカ合衆国マサチューセッツ州フェアヘーブン
で『第15回ジョン万次郎祭り』が10月1日から10月7
日までの日程で開催されました。
　祭りは、幕末、ジョン万次郎が遭難漂流中にアメリ
カの捕鯨船に救助されその後、船長の故郷フェアヘー
ブンで暮らしたのを縁として、ジョン万次郎と船長の
友情を記念し、また、日米の文化をふれあえる交流の
場として日米で毎年交互に開催。ジョン万次郎の故郷
であり姉妹都市の高知県土佐清水市の「土佐清水市姉妹
都市友好協会」がツアーを企画し、磯脇堂三（いそわき・
たかみつ）土佐清水副市長や宜保市長らが参加しました。
　会場では「あしずり踊り」が披露されたほか、折り紙
やけん玉など昔ながらの遊びを通して、地元の方と交
流する姿が見られました。また、ジョン万次郎が通っ
ていた小学校や、ホイットフィールド船長の家などを
辿りジョン万次郎に想いを馳せた祭りとなりました。

　地域または職場におけるスポーツの健全な普及およ
び発展に貢献し、地域におけるスポーツの振興に顕著
な成果をあげたとして、10月9日、文部科学大臣から、
字豊見城の津森義弘（つもり・よしひろ）さんが『平成
27年度文部科学大臣生涯スポーツ功労賞』を受賞し、
11月4日には宜保市長へ、喜びの報告をしました。
　津森さんはこれまで、昭和50年沖縄レスリング協会
の設立、昭和62年沖縄国体総監督（総合優勝）、市体育
協会会長など多くの功績を残され現在も多くの分野で
活躍されています。

　太平洋戦争時の学童疎開が縁で、交流が始まった宮
崎県高千穂町との姉妹都市提携が20周年を迎えた事を
記念し、10月22日から24日の日程で『姉妹都市提携
盟約20周年記念式典』が高千穂町において開催されま
した。
　本市からは、宜保市長を団長とし大城吉徳市議会議長、
照屋堅二教育長や疎開関係者らが参加しました。疎開
関係者は、当時の受入家庭を訪問し涙を流しながら抱
き合う姿が見られました。
　式典では、高千穂町の児童らによるエイサーで歓迎
を受け、最後のカチャーシーでは、参加者の皆さんは
再会の喜びを噛みしめていました。

　10月19日、法務省で、人権擁護委員に対する法務

大臣表彰が行われ、長年にわたり人権擁護活動に尽く

されたとして、字真玉橋の金城正光（きんじょう・まさ

みつ）さんが表彰を受けました。

　11月12日、市役所を訪れ宜保市長に表敬訪問を行っ

た金城さんは、「これまでの人権擁護活動に誇りを持っ

てやってきました。このような賞を頂き光栄です」と

受賞の喜びを語りました。

宮崎県高千穂町・豊見城市姉妹都市
提携盟約20周年記念式典

人権擁護委員　法務大臣表彰

アメリカで第15回　ジョン万次郎祭り開催!

平成27年度
文部科学大臣生涯スポーツ功労賞
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伊良波中学校の生徒が大活躍！
～伊良波中学校生徒が各分野で活躍～

　伊良波中学校の生徒が「第41回島尻地区中学校陸上競
技大会総合優勝3連覇」「第4回佐久川杯剣道優勝大会女
子優勝」「沖縄青少年科学作品展中学校の部最優秀受賞」
「沖縄県中学校文化連盟会長賞受賞」と各分野で活躍しま
した。
　10月26日、生徒らが市役所を訪れ照屋堅二教育長に
喜びの受賞報告を行いました。生徒達は「チームメイトや
周囲に支えられて優勝や各賞を受賞できた。これからの
大会も頑張っていきたい」と感謝の言葉と今後の意気込み
を述べ、照屋教育長は「将来の夢や希望に向かってスポー
ツ、芸術、勉強も一生懸命に頑張ってほしい」と激励しま
した。

想い出が詰まった校舎で
～伊良波中学校創立30周年記念式典・伊良波フェスタ～
　11月1日、伊良波中学校（嶺井秀夫校長）において『伊
良波中学校創立30周年記念式典・伊良波フェスタ』が開
催され、多くの方が訪れました。
　式典で嶺井校長は「卒業生をはじめとする保護者や地域
の皆さま方、関係機関・諸団体、教育委員会のご理解と
ご支援に心から感謝します」と挨拶。また、卒業生で重量
挙げ選手の屋良一郎（やら・いちろう）さんの講演も行わ
れました。
　式典後には、伊良波フェスタも開催され吹奏楽部の演
奏で幕を開けると生徒らによる空手演舞やダンスなどが
披露されたほか、尚巴志ハーフマラソンを連覇した仲間
孝大（なかま・たかひろ）さんや、琉舞や組踊りで活躍す
る金城真次（きんじょう・しんじ）さんら卒業生も登場し
同フェスタを盛り上げ、伊良波中学校30歳をお祝いしま
した。

おやじ達によるおやじ達の祭典
～第10回おやじラブロックフェスティバル～

　10月31日・11月1日の両日、豊崎海浜公園特設ステー
ジにおいて、『第10回おやじラブロックフェスティバル
（豊崎ミュージックフェスティバル実行委員会主催）』が盛
大に開催されました。
　第6回フェスティバルから会場を豊崎海浜公園に移し、
音楽を通して社会に影響を与えられるイベントとして挑
戦を続ける同フェスティバルも今回で10周年を迎え、節
目の年となりました。日が暮れるにつれてステージ前の
観客は盛り上がりを見せました。
　2日間で22バンドが出演し、市内外から訪れた多くの
観客は、リズムに乗って体を動かすなど、おやじ達の熱
く魅力ある歌声に酔いしれていました。

消したかな？もう一度確認！
～平成27年　秋季全国火災予防運動式典～

　高齢者等を中心とする死者の発生を減少させることを
目的に、11月9日から15日までの7日間秋季全国火災予
防運動が実施されました。
　本運動の発足に伴い11月9日、市消防本部で『平成27
年秋季全国火災予防運動式典』が行われ、宜保市長による
機械器具点検や服装点検および手帳点検が実施され、参
加した幼年消防クラブの園児らも真剣な眼差で見守って
いました。
　本市の火災件数は、平成26年が9件、平成27年（1月
～9月）が10件となっています。火災から身を守るため
にも、残り火の処理など念入りに確認しましょう。
　また、119番も従来の市消防本部受付ではなく県司令
センター受付へ12月8日（予定）から変更となります。
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自然災害に備えて！
～沖縄県広域地震・津波避難訓練～
　津波防災の日である11月5日、『沖
縄県広域地震・津波避難訓練』が行わ
れました。
　今回の訓練は午前10時に地震が発
生し、同10時3分に大津波警報が発
表されたことを想定し実施。6月に自
主防災組織結成後、初めて参加した
上田山川自治会は各ポイントに旗を
持った誘導員18名を配置することで、
避難者に対しスムーズに避難場所を
案内している姿が見られました。
　訓練終了後に、玉城善哲（たまき・
よしてつ／上田山川自治会）会長は、
「今後はリヤカーを購入し障がいを持っ
ている方の避難誘導を行いたい」と語
りました。

新たな観光資源を！
～日本政府観光局特別賞受賞～
　沖縄の持つ独特な文化や歴史、自
然等の要素を取り入れた企画を審査
する“沖縄MICEコンテンツコンテス
ト”でマリンレジャーを営むマリン倶
楽部SUN（字豊崎／屋良朝仁代表取
締役）が見事、『日本政府観光局特別賞』
を受賞しました。
　10月22日、屋良代表ら市役所を
訪れ宜保市長に受賞報告を行いました。
　今回受賞した企画は、無人島で多
くの生物を見て・触れて、自分の手
で直接サンゴを植え付けすることで
自然を保つことの重要性を感じても
らう内容。屋良代表は「豊見城はポテ
ンシャルが高い地域なので新たな観
光を開拓したい」と話しました。

長年に渡り地域の交通を支えた！
～万人橋お別れ会～

　昭和47年の完成から43年間、地
域の交通を支えた『万人橋（字平良）』
のお別れ会が10月24日に行われま
した。
　お別れ会当日は、約100名近くが
訪れ万人橋をキャンパスにスプレー
やペンキを使用し、好きなキャラク
ターなどを描く子どもや、豊見城中
学校のダンス部がダンスを披露しま
した。また、万人橋完成当初の集落
風景を写したパネルを懐かしむよう
に見入る方の姿が見られました。
　平成29年3月まで全面通行止めと
なりますが、平成29年4月には、生
まれ変わった橋が完成する予定です。

秋を彩る祭典
～第23回豊見城市総合文化祭～

　11月15日、市立中央公民館で『第23回豊見城市総合
文化祭（市文化協会主催）』が“守り、伝え、明日へ響む豊
見城の肝心”をテーマに開催され、市内外で活躍する会員
等が日頃の練習の成果を披露しました。
　文化祭は琉球古典音楽部会による『かぎやで風節』で華
やかに開幕。引き続き、華麗に舞う琉球舞踊や力強い空
手演舞が行われました。また、市内の小学生3人が流ちょ
うなウチナーグチでしまくとぅばを披露。動きを交え一
生懸命に発表する姿に会場から大きな拍手が送られました。
　その後も日本舞踊や太鼓器楽合奏創作合奏、カラオケ（風
の盆・長良川艶歌）が披露されるなど、秋色深まる文化の
祭典は終始賑わいました。

11月11日は介護の日
～オレンジカフェ「とみぐすく」～

　介護サービス利用者およびその家族、介護従事者等を
支援するとともに、これらの人たちに取り巻く地域社会
における支え合い交流を促進することを目的に設定され
た“介護の日”の11月11日に、認知症やその予防に興味
のある方を対象にJAおきなわ豊見城支店2階ホールにお
いて『オレンジカフェ「とみぐすく」（市主催）』が開催され
ました。
　会場には、パソコンで脳年齢、認知症がチェックでき
るコーナーが設けられ真剣な表情でパソコンに向き合っ
ている姿が見られました。また、デイサービスの職員ら
が認知症予防として脳や身体の体操、笑いヨガを行い会
場は終始笑顔に包まれ、認知症予防そして介護について
学ぶ機会となったイベントとなりました。
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マスコットキャラ
トムくん

開館時間
火曜日〜日曜日
10時〜19時

※月曜日は定休日です。
■は休館日
お問い合わせ
市立中央図書館
☎856-6006

お問い合わせ
市立中央図書館
☎856－6006

市立中央図書館からのお知らせ
国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの開始について
　国立国会図書館のデジタル化資料が、当館で閲覧できるように
なりました。
利用できる資料
図　　書　昭和43年以前受入：戦前期以前刊行のもの、戦後期

刊行で入手困難なもの
雑　　誌　明治期～平成12年刊行：商業出版されていないもの
博士論文　平成3～12年度受入：商業出版されていないもの
利用対象　当館の「利用者カード」をお持ちの方
利用方法　当館カウンターにてインターネットの利用手続きを

してください。
利用時間　60分
※複写を希望される場合は、職員におたずねください。
【備　　考】
　資料を閲覧するためには、当館の利用者として登録している必
要があります。当館では「利用者カード」をお持ちの方のみ、こ
のサービスを受けることができます。

おやこでたのしもう　てぶくろ人形劇
日　　時：12月13日（日）14時～　
場　　所：市立中央図書館1階大集会室

クリスマスおはなし会
日　　時：12月19日（土）15時～　
場　　所：市立中央図書館1階大集会室　

子ども映画会「名犬ラッシー」
日　　時：12月26日（土）10時30分～　
場　　所：市立中央図書館1階大集会室　

當
とう

間
ま

　凜
りん

さん
（伊良波小 6年）

●この本を選んだ理由を教えてください。
　今まで読んだ本で一番おもしろかったからです。
●どんな内容の本ですか？
　主人公ジェームズが意地悪なおばさんから逃げるため
に、虫たちと大きな桃に乗って冒険するお話です。
●好きな場面は？
　カモメを桃につなげて、空に飛んでいくシーンが面白い
です。
●この本をどんな人に読んでほしいですか？　
　ファンタジーや冒険が好きな人に読んでほしいです。

～取材後の一言コメント～
　将来の夢は図書館司書というぐらい本が好きな凛さん。
緊張しながらも分かりやすく内容を説明してくれてありが
とうございました。
　吹奏楽部に所属していて、2月には九州派遣されるそう
です ! 金賞目指して頑張ってくださいね (^^)

「僕・わたしのこの一冊！」

　紹介する本
おばけ桃が行く
作：ロアルド・ダール

絵：クェンティン・ブレイク
訳：柳瀬　尚紀

	12	月（師しわす走）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
17日：館内整理日23日：天皇誕生日
28日～31日：年末休館
おはなし会　毎週土曜日15時から
子ども映画会　毎週第4土曜日10時半から

	1	 月（睦むつき月）
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
1日～3日：年始休館　11日：成人の日
12日：振替休（成人の日）
25日～31日：資料特別館内整理休館
おはなし会　毎週土曜日15時から
子ども映画会　毎週第4土曜日10時半から

雑誌スポンサーの募集について

　図書館で利用される雑誌のカバー
への広告掲載を条件にスポンサー事
業者様から雑誌の提供を受けること
で、その雑誌の最新号カバーにスポ
ンサー名称と広告を掲載させていた
だく制度です。詳しくは、図書館ホー
ムページをご覧ください。
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第30回老人・婦人・子ども会
合同運動会

　10月25日、市総合公園陸上競技場において『第30
回老人・婦人・子ども会合同運動会（市老人クラブ連合
会、市婦人連合会、市子ども育成連絡協議会主催）』が
開催されました。
　開会式では、宜保市長が「素晴らしい天気のもと誰ひ
とりケガもなく楽しい運動会にしていきましょう」と参
加者にエールをおくりました。
　運動会では、各字対抗の『婦人楽しいリレー』で競技
が幕開け。次々に種目が進む中、『三世代リレー』では、
子ども・婦人・老人の順でバトンが渡り、世代を超え
たチームワークをみせ白熱したリレーや、各チームに
よる応援合戦も繰り広げられ、笑顔と親睦が深まった
運動会になりました。

　10月25日・11月1日の日程で、瀬長島野球場にお

いて『第29回市壮年ソフトボール大会（市教育委員会主

催）』が開催され10チームが参加し、熱戦を繰り広げま

した。

　決勝戦では高安OB会チームと豊崎自治会チームが対

戦し、高安OB会チームが7−3で勝利しました。

　昨年度、開催された『市壮年ソフトボール大会』では、

準優勝となった高安OB会チームが今大会で見事優勝を

掴みとりました。

第29回市壮年ソフトボール
大会結果

種　　目
●小学1・2年の部女子（1.0km） ●小学1・2年の部男子（1.0km）
●小学3・4年の部女子（1.3km） ●小学3年の部男子 （1.3km）
●小学4年の部男子 （1.3km） ●小学5・6年の部女子（1.7km）
●小学5年の部男子 （1.7km） ●小学6年の部男子 （1.7km）
●中学生の部 （3.2km） ●高校・一般の部 （6.1km）
●ウォーキングコース （3.1km）
参加資格　市内外・年齢・性別を問わず健康な方なら誰でも参加できます。
参 加 料　200円（ゼッケン代等）
　　　　　※雨天等で中止になった際はゼッケンと引き換えに払い戻しできます。
払戻期間　1月18日（月）～2月18日（木）8時30分～17時15分（土日・祝日は除く）
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて下記申込先へお申込みください。（申込書と引き

換えにゼッケンをお渡しします）
　　　　　※大会当日のオブザーバー参加は、一切認めませんのでご注意ください。市で加入する保険の対象とな

りません。また完走証の発行もできません。
申込期間　12月14日（月）～1月13日（水）8時30分～17時15分
　　　　　※土日・祝日・12月29日（火）〜1月3日（日）は受付していません。

お問い合わせ・申込先　生涯学習振興課（市役所2階）　☎850-3591

第41回市新春健康マラソン（ウォーキング）大会　参加者募集
日時：1月17日（日）／開会式：9時～／会場：豊崎海浜公園

▲昨年の様子
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豊見城市告示第110号
平成27年11月18日

平成27年度上半期（平成27年9月30日現在）

豊見城市財政状況
財政事情書の作成及び公表に関する条例第2条の規定により、
平成27年度上半期の財政事情を次のとおり公表する。

豊見城市長　宜保晴毅

平成27年9月30日現在

人　口 62,231人　
男 30,633人　
女 31,598人　

世帯数 23,918世帯
面　積 19.60㎢　

●一般会計予算執行状況

一般会計の主な歳入

歳 入 科 目 予 算 現 額 収 入 済 額
構成比 収入率

県 支 出 金 59億0,465万円 21.4% 4億6,329万円 7.8%

市 税 54億6,686万円 19.9% 30億4,644万円 55.7%

国庫支出金 54億6,184万円 19.8% 16億0,342万円 29.4%

地方交付税 38億9,579万円 14.2% 26億3,981万円 67.8%

市 債 35億4,411万円 12.9% 0万円 0.0%

地方消費税
交 付 金

7億5,253万円 2.7% 5億1,567万円 68.5%

そ の 他 25億0,604万円 9.1% 11億4,263万円 45.6%

合 計 275億3,182万円 100.0% 94億1,126万円 34.2%

●特別会計予算執行状況

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
収入率 執行率

国民健康保険
特別会計 88億2,979万円 30億6,653万円 34.7% 37億7,575万円 42.8%

後期高齢者医療
特別会計 3億3,549万円 1億5,732万円 46.9% 1億2,571万円 37.5%

土地区画整理事業
特別会計 1億4,099万円 1,585万円 11.2% 4,220万円 29.9%

下水道事業
特別会計 9億8,644万円 3億9,561万円 40.1% 3億5,079万円 35.6%

農業集落排水事業
特別会計 4,521万円 1,189万円 26.3% 1,645万円 36.4%

育英会特別会計 1,043万円 691万円 66.3% 787万円 75.5%
合　　計 103億4,835万円 36億5,411万円 35.3% 43億1,877万円 41.7%

一般会計の主な歳出

歳出科目 予算現額 支出済額
構成比 執行率

民 生 費 104億8,168万円 38.1% 41億3,337万円 39.4%

総 務 費 42億3,956万円 15.4% 9億6,062万円 22.7%

教 育 費 38億2,593万円 13.9% 9億7,729万円 25.5%

土 木 費 36億6,446万円 13.3% 9億8,343万円 26.8%

公 債 費 17億1,868万円 6.2% 8億5,316万円 49.6%

衛 生 費 13億8,747万円 5.0% 6億0,254万円 43.4%

そ の 他 22億1,404万円 8.1% 7億6,711万円 34.6%

合   計 275億3,182万円 100.0% 92億7,752万円 33.7%

県支出金
21.4%

市税
19.9%

国庫支出金
19.8%

地方交付税
14.2%

市債
12.9%

その他
9.1%

地方消費税
交付金
2.7%

一般会計の主な歳入

民生費
38.1%

総務費
15.4%

教育費
13.9%

土木費
13.3%

公債費
6.2%

その他
8.1%

衛生費
5.0%

一般会計の主な歳出市民一人あたり行政経費（一般会計）
目 的 金　額 使　途
民 生 費 168,432円 子育て支援や福祉の充実など

総 務 費 68,126円 徴税費や人事費など

教 育 費 61,479円 教育・文化・スポーツの充実など

土 木 費 58,885円 道路・公園の整備など

公 債 費 27,618円 借入金の元金・利子など

衛 生 費 22,295円 医療・保健の充実、ごみ対策など

そ の 他 35,578円 消防、産業振興、議会など

合 計 442,413円

●市有財産の状況
土   地 1,082,502㎡　

建   物 179,281㎡　

有 価 証 券 2,380万円　

基   金 46億0,178万円

●一時借入金の現在高
13億0,000万円

●市債の現在高
262億3,687万円
市民一人あたり
42万1,605円

財政融資資金
65.3%

地方公共団体
金融機構
11.6%

地方公共団体
金融機構
11.6%

旧郵政公社資金
9.1%

市町村振興協会
3.0%

その他
3.4%

沖縄県農業
協同組合
7.6%

借入先

臨時財政
対策債
25.0%

土木債
22.9%
土木債
22.9%

公営企業債
18.1%
公営企業債
18.1% 教育債

30.5%
教育債
30.5%

その他
3.5%

目的

市債の内訳

TOMIGUSUKU CITY PUBLIC RELATIONS　2015.12 14



2016年 成人式のご案内
　2016年成人式は、3中学校区の各実行委員会主催で下記の
とおり開催されます。12月初旬には、新成人を対象に案内状
（ハガキ）の送付を予定しています。なお、
市外にお住まいの新成人で案内状の送
付を希望される方は、生涯学習振興課
までご連絡ください。ただし、案内状
が無くても、成人式に参加することは
できます。

～参加対象者～
平成7年4月2日～平成8年4月1日生まれ

①本市在住者
②本市出身者で市外または県外に居住する者
③その他希望する者、保護者、地域の方など

お問い合わせ　生涯学習振興課　☎850-3591

平成26年度豊見城市水道事業の決算の状況
平成26年度豊見城市水道事業報告書

概　　況
総括事項
ア、業務の状況
　業務量につきましては、本年度末給水栓数は21,114栓で前年度に
比べ589栓（2.87%）増加し、給水人口は61,609人で前年度に比べ
967人（1.59%）増加しました。
　また、年間総配水量は6,277,428㎥で前年度に比べ△23,200㎥（△
0.37%）の減となり、年間有収水量は 6,119,176㎥で前年度に比べ
4,976㎥（0.08%）の増となりました。　
　有収率は、前年度より0.44ポイント増加し97.48%となりました。
イ、施設の状況
　資本的事業につきましては、字名嘉地、豊見城地域等の既設管の布
設替工事を行いました。これら地域の既設管は耐用年数を超え、老朽
化による漏水が多いことで、ダクタイル鋳鉄管へ布設替えを行い、ま
た根差部地域の県道改良に伴い、耐震管の布設工事を行いました。
　漏水防止に努め、安全で安心な水道水の供給を図り、水道事業の効
率的な経営に努めてまいりました。
ウ、財政の状況
　収益的収支（税抜き）につきましては、総事業収益は 1,516,505,028
円で前年度に比べ 155,459,753円（11.42%）の増、それに対して総
事業費用は 1,312,557,881円で前年度に比べ87,525,933円（7.14%）
の増、収支差引当年度純利益は、203,947,147円となりました。
　一 方、資 本 的 収 支（税 込 み）に つ き ま し て は、資 本 的 収 入
117,039,200円に対し、資本的支出は337,267,119円となり、この
不足額220,267,119円は当年度分消費税および地方消費税資本的収
支調整額、減債積立金および過年度分損益勘定留保資金で補填しました。
平成26年度豊見城市水道事業損益計算書

（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで） 単位：円
収　　　　　　益 費　　　　　　用

営 業 収 益 1,357,488,617 営 業 費 用 1,273,261,273
営業外収益 159,016,411 営業外費用 35,907,581
特 別 利 益 0 特 別 損 失 3,389,027
合　　　計 1,516,505,028 合　　　計 1,312,557,881

平成26年度豊見城市水道事業貸借対照表
（平成27年3月31日） 単位：円

資　　　　　　産 負債および資本
固 定 資 産 6,915,704,012 固 定 負 債 1,297,767,606
流 動 資 産 1,525,336,057 流 動 負 債 241,235,200
　 　 繰 延 収 益 4,005,035,415
　 　 資 本 金 654,546,712
　 　 剰 余 金 2,242,455,136
資 産 合 計 8,441,040,069 負債・資本合計 8,441,040,069

平成27年度上半期豊見城市水道事業の業務の状況
1．事業の概況
　本年度上半期の給水人口は62,231人、給水栓数は21,366栓、配水
量は3,211,735㎥でした。上半期の資本的事業につきましては、安定
給水確保のため、配水管設計、配水管布設工事を発注しました。上半
期の業務状況等につきましては、以下のとおりです。
⑴給水状況

区　　分 平成27年度前期 平成26年度前期 差引増減
配水量（㎥） 3,211,735 3,138,592 73,143
１日平均配水量（㎥） 17,550 17,151 399
給水栓数（栓） 21,366 20,975 391
給水人口（人） 62,231 61,426 805
給水量（㎥） 3,130,165 3,091,367 38,798
１日平均給水量（㎥） 17,105 16,893 212
⑵給水量内訳

区　　分 平成27年度前期 平成26年度前期 差引増減
家事用（㎥） 2,177,978 2,164,713 13,265
営業用（㎥） 550,724 533,942 16,782
団体用（㎥） 137,082 129,186 7,896
連合栓（㎥） 254,574 237,983 16,591
その他（㎥） 9,807 25,543 △ 15,736

計 3,130,165 3,091,367 38,798
⑶給水工事の状況 単位：件
区　分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計
新　設 15 8 15 17 13 15 83 
臨　時 20 14 26 20 16 19 115 
改　造 8 7 9 5 3 4 36 
撤　去 0 0 0 0 0 0 0 

計 43 29 50 42 32 38 234 
2．経理の概況
平成27年度上半期豊見城市水道事業損益計算書
　（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで） 単位：円

収　　　　　　益 費           用
営 業 収 益 687,075,630 営 業 費 用 389,700,221
営業外収益 948,747 営業外費用 16,726,550
特 別 利 益 0 特 別 損 失 32,932
合       計 688,024,377 合       計 406,459,703

平成27年度上半期豊見城市水道事業貸借対照表
　（平成27年9月30日） 単位：円

資　　　　　　産 負債および資本
固定資産 6,920,849,531 固定負債 1,297,767,606
流動資産 1,807,152,896 流動負債 133,632,884

　 繰延収益 4,118,035,415
　 自己資本金 1,851,177,384
　 資本剰余金 537,752,408
　 利益剰余金 789,636,730

資産合計 8,728,002,427 負債・資本合計 8,728,002,427

豊見城中学校区成人式
期 日　1月10日（日）
時 間　受　付12時～

　 　式　典13時～14時
場 所　豊見城中学校 体育館
主 催　豊見城中学校区成人式実行委員会

長嶺中学校区成人式
期 日　1月10日（日）
時 間　受　付12時～

　 　式　典13時～14時30分
場 所　長嶺中学校 体育館
主 催　長嶺中学校区成人式実行委員会

伊良波中学校区成人式
期 日　1月10日（日）
時 間　受　付12時～
　 　　式　典13時～13時45分
　 　　祝賀会14時～16時
場 所　伊良波中学校 体育館
主 催　伊良波中学校区成人式実行委員会

▲前回の開催風景
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とみぐすく歴史紀行

　
十
二
月
八
日
　
運
命
の
日

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
の
十
二
月
八
日

は
、
日
本
海
軍
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
攻
撃
し
、

日
米
開
戦
と
な
っ
た
日
で
す
。

　

そ
の
日
を
境
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ハ
ワ
イ

に
移
民
し
て
い
た
沖
縄
人
を
含
む
日
本
人
移
民

は
、
運
命
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

翌
年
、
日
系
人
は
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
、

日
系
二
世
だ
け
に
よ
る
「
四
四
二
部
隊
」
も
創

設
、
多
く
の
若
い
志
願
兵
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前

線
に
送
ら
れ
命
を
落
と
し
た
こ
と
は
、
多
く
の

方
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
米
開
戦
の
た
め
に
、
豊
見
城
市

か
ら
も
多
く
移
民
し
た
他
の
移
民
先
地
で
も
、

こ
の
日
が
「
運
命
の
日
」
と
な
っ
た
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
国
が
日
本

と
国
交
を
断
絶
し
た
た
め
、
各
移
民
先
の
国
で

仕
事
を
し
、
家
族
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
人
々

は
、
大
変
苦
し
い
立
場
に
落
と
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

北
米
大
陸
の
カ
ナ
ダ
で
は
日
系
人
は
内
陸
部

へ
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
、
道
路
建
設
や
農
業
労

働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
南
米
の
メ
キ
シ
コ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
と
の
国
境
沿
い
の
地
域
か
ら
メ
キ
シ
コ
市
な

ど
へ
強
制
移
動
後
、
監
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

キ
ュ
ー
バ
で
は
、
す
べ
て
の
日
本
人
男
性
が
ピ

ノ
ス
島
の
刑
務
所
へ
収
監
さ
れ
、
犯
罪
者
扱
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
資
産
の
凍
結
、
日
本
語
の
発

行
物
や
集
会
が
禁
止
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
、
戦

後
ま
で
尾
を
引
い
た
「
勝
ち
組
、
負
け
組
」
抗

争
の
原
因
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ナ
マ
で
は
す
べ
て
の
日
系
人
が
、
ま
た
ペ

ル
ー
に
お
い
て
は
日
本
人
会
の
役
員
、
日
本
人

学
校
の
教
師
な
ど
指
導
的
立
場
の
人
々
が
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
強
制
収
容
所
へ
連
行
さ
れ

ま
し
た
。
連
行
さ
れ
た
人
々
は
、
日
米
の
捕
虜

交
換
船
で
強
制
送
還
さ
れ
た
人
も
い
て
、
そ
の

中
に
は
ペ
ル
ー
の
カ
イ
ヤ
オ
市
日
本
人
商
業
組

合
や
カ
イ
ヤ
オ
日
本
人
会
の
役
員
を
し
て
い
た

旧
豊
見
城
村
字
真
玉
橋
の
赤
嶺
新
喜
さ
ん
も
い

ま
し
た
。

　

戦
争
と
な
り
、
い
ち
ど
戦
火
を
交
え
て
し
ま

え
ば
、
戦
場
以
外
で
も
多
く
の
人
々
を
不
幸
に

し
て
し
ま
う
。
こ
の
事
実
は
移
民
の
歴
史
か
ら

も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
将
来
へ
伝
え
る
べ
き
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
史
移
民
編
担
当
嘱
託
員　

鳥
山
や
よ
い

▲写真／昭和18年12月19日付
「大阪毎日新聞」

↑  

日
米
交
換
船
帝
亜
丸
で
強
制
送
還
さ
れ
た
こ
と
を

報
じ
る
大
阪
毎
日
新
聞
（
昭
和
18
年
12
月
19
日
）。

豊
見
城
村
字
真
玉
橋　

商
業　

赤
嶺
新
喜
の
名
も

載
っ
て
い
る
。

提出書類　履歴書（市販のもの可）　
提出先　学校教育課（市役所2階）
任用期間　平成28年4月1日～平成28年9月30日で半年毎の更新となります。
※ 書類審査のうえ面接を行います。面接の連絡がない場合は空き待ちとなります。
※応募書類は返却しません。責任を持って破棄します。
※各職種とも普通自動車運転免許が必要です。

■幼稚園教諭（担任）■
勤務場所：市立幼稚園での勤

務
勤務時間：8時15分～17時

（シフト制※7時
30分〜勤務の場
合あり）

時　　給：950円
必要資格：幼稚園教諭免許一

種または二種

■学習支援補助員■

勤務場所：市立中学校での勤

務

勤務時間：8時15分～16時

45分

時　　給：1,100円

必要資格：教員免許状

■幼稚園教諭（預かり保育）■
勤務場所：市立幼稚園での勤

務
勤務時間：9時45分～18時

30分
時　　給：860円
必要資格：幼稚園教諭免許一

種もしくは二種ま
たは保育士資格

■自立支援教室指導員■

勤務場所：市立中学校での勤

務

勤務時間：8時15分～16時

45分

時　　給：1,100円

必要資格：教員免許状

■特別支援教育支援員（小中学校）■

勤務場所：市立小中学校での

勤務

勤務時間：8時15分～16時

45分

時　　給：880円

必要資格：教員免許状

■学校図書司書■
勤務場所：市立小中学校での

勤務
勤務時間：8時15分～16時

45分
時　　給：880円
必要資格：司書資格または司

書教諭資格

■学力向上推進補助員■

勤務場所：市立小学校での勤

務

勤務時間：8時15分～16時

45分

時　　給：1,100円

必要資格：教員免許状

■特別支援教育支援員（幼稚園）■
勤務場所：市立幼稚園での勤務
勤務時間：①8時15分～15時15分
　　　　　　（6時間勤務）※休憩1時間
　　　　　②14時30分～18時30分
　　　　　　（4時間勤務）
時　　給：880円
必要資格：幼稚園教諭免許また

は保育士資格優遇

■学校庶務■
勤務場所：市立小中学校での

勤務
勤務時間：8時15分～16時

45分
時　　給：830円
必要資格：PC基本操作がで

きる方

学校教育課からのお知らせ
教育委員会平成28年度臨時職員募集について

お問い合わせ
学校教育課☎850-0961
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健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課　

予
防
班

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

保
健
事
業
班

☎
８
５
０
・
０
２
１
５

特
定
健
診
、が
ん
検
診（
胃
、肺
、大
腸
）　　

20
代
・
30
代
健
診
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日

場　

所

受
付
時
間

12
月
19
日（
土
）
市
役
所
1
階
8
時
30
分
～
10
時
30
分

1
月
13
日（
水
）
市
立
中
央
公
民
館

9
時
～
10
時
30
分

受

診

料

特
定
健
診
、
20
代
・
30
代
健
診
（
無
料
）

が
ん
検
診
（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

必
要
な
も
の

○

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
○

国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
健
康
診
査
受
診
券
、
が

ん
検
診
受
診
券

※

生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
、
職
場
で
健
診
を
受
け
る

機
会
の
な
い
20
代
・
30
代
の
方
で
受
診
を
希
望
す
る

方
は
受
診
券
の
発
行
を
行
い
ま
す
の
で
、
健
康
推
進

課
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

特
定
健
診
受
診
の
際
に
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
項
目
お
よ
び
受
診
料

・
心
電
図
（
１
，
０
２
９
円
）・
眼
底
検
査
（
６
１
８
円
）

・
貧
血
検
査
（
３
０
９
円
）

・
前
立
腺
が
ん
検
査
（
１
，
９
４
４
円
）

※

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
み
の
受
診
は
出
来
ま
せ
ん
。
ご

希
望
の
方
は
特
定
健
診
と
合
わ
せ
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※

指
定
医
療
機
関
に
て
個
別
で
健
診
（
要
予
約
）
を
受

け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課

ま
た
は
各
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
乳
が
ん
検
診
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

月　

日

場　

所

受
付
時
間

2
月
3
日（
水
）
市
立
中
央
公
民
館
1
階
13
時
30
分
～
15
時

2
月
27
日（
土
）
市
役
所
1
階

9
時
～
11
時

※
2
月
3
日
は
、
乳
が
ん
エ
コ
ー
検
査
実
施
な
し
。

　

2
月
27
日
は
、
乳
が
ん
エ
コ
ー
検
査
実
施
あ
り
。

対

象
者　

・

昨
年
同
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
20
歳
以
上
の
方

集
団
健
診
で
の
自
己
負
担
額　

子
宮
頸
が
ん　

１
，
０
０
０
円

乳

が

ん

①
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
40
歳
以
上
）
２
，
０
０
０
円

②

エ
コ
ー
（
超
音
波
検
査
）（
20
～
39
歳
）

　

１
，
８
９
２
円

※
個
別
検
診
の
自
己
負
担
額
は
医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
。

検
診
項
目　

子
宮
頸
が
ん　

子
宮
頸
部
細
胞
診

乳　

が　

ん　

①

視
触
診
検
査
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
Ｘ
線

撮
影
）

②
エ
コ
ー
（
超
音
波
検
査
）

必
要
な
も
の

○

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
○
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
が
ん
検
診
受
診
券

受
診
前
に
確
認
を
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

乳
が
ん
検
診
は
、
検
査
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
電
話
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
で
あ
っ
て
も
検
査
が
で
き
な
い
方
や
確
認
事

項
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
が
ん
検
診
受
診
券
」
で
確
認

を
行
う
か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
診
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　

　

大
切
な
肝
臓
を
守
る
た
め
に
も
こ
の
機
会
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対

象

者

　

昭
和
51
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
で
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
（
今
年
度
40
歳

以
上
に
な
ら
れ
る
方
を
含
む
）

内　
　

容　

問
診
、
血
液
検
査
（
無
料
）

受
診
方
法　

　

個
別
検
診
（
指
定
病
院
）
ま
た
は
集
団
健
診
（
市
役

所
・
市
立
中
央
公
民
館
）
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
診
に
必
要
な
も
の

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券

※

希
望
者
の
方
に
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。☎８

５
０
・
０
１
６
２

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
ご
注
意
‼　
　
　
　
　
　
　

　

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
食
中
毒
が
冬
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
調
理
す
る
人

の
健
康
管
理
、
作
業
前
な
ど
の
手
洗
い
、
調
理
器
具
の

消
毒
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て　
　
　
　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪
と
は
違
う
注
意
が

必
要
な
感
染
症
で
す
。
早
め
の
予
防
お
よ
び
症
状
が
で

た
ら
早
期
受
診
と
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
対
策
が
必

要
で
す
。

外
出
後
の
う
が
い
・
手
洗
い　
　
　
　
　
　
　
　

　

手
は
、
食
べ
物
を
口
に
運
ぶ
時
等
に
使
い
、
無
意
識

に
顔
や
口
を
さ
わ
る
な
ど
多
く
の
仕
事
を
行
う
こ
と
で
、

ウ
イ
ル
ス
を
口
に
運
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
流
水
・

石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
は
手
指
な
ど
体
に
つ
い
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す
る
た
め
に
有

効
な
方
法
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
接
触

感
染
を
感
染
経
路
と
す
る
感
染
症
対
策
の
基
本
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
消

毒
で
も
効
果
が
高
い
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る

手
指
衛
生
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

TOMIGUSUKU CITY PUBLIC RELATIONS　2015.1217

INFORMATION

と
み
ぐ
す
く	

コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
市
町
村
の
助
成
で
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
の
う
ち
、

接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診

し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医

療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具
体
的
な
請
求

方
法
等
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口
（
☎

０
１
２
０
・
１
４
９
・
９
３
１
）、
ご
利
用
に
な
れ
な
い

場
合
は
（
☎
０
３
・
３
５
０
６
・
９
４
１
１
（
有
料
））

に
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課

☎
８
５
０
・
０
２
４
５

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
を
賦
課
期
日
と
し

て
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
固
定
資
産

と
い
い
ま
す
）
を
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
固
定

資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
が
そ
の
資
産
に
応
じ
て
課
税

す
る
税
金
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
月
割
り
の
課
税
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
土
地

　

土
地
の
評
価
は
、
土
地
登
記
簿
上
の
地
目
に
か
か
わ

ら
ず
、
賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）
現
在
の
現
況
地
目
（
利

用
状
況
）
ご
と
に
評
価
（
課
税
）
を
行
い
ま
す
。
た
と

え
ば
「
雑
種
地
（
駐
車
場
等
）
を
畑
に
し
た
」・「
資
材

置
場
に
倉
庫
を
建
築
し
た
」・「
2
つ
の
宅
地
の
塀
を
壊

し
て
1
つ
の
敷
地
に
し
た
」・「
店
舗
・
事
務
所
を
改
装

し
て
住
宅
と
し
て
利
用
し
て
い
る
」
な
ど
、
土
地
の
利

用
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
土
地
の
現
況
調
査
に
伺
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
家
屋

　

今
年
中
に
家
屋
を
新
築
・
増
築
、
も
し
く
は
取
り
壊

し
を
行
い
、
ま
だ
税
務
課
資
産
税
班
の
調
査
を
受
け
て

い
な
い
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
面
積
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）
現
在
に
家
屋
が
あ
り
ま
す

と
そ
の
年
の
4
月
以
降
か
ら
は
じ
ま
る
新
年
度
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
1
月
2
日
以
降
に
取

り
壊
し
を
さ
れ
て
も
そ
の
年
の
固
定
資
産
税
は
1
年
分

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
未
登
記
家
屋
の
相
続
・
売
買
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
新
し
く
保
存
登
記
し
て
い
た
だ
く
か
、「
家
屋

名
義
変
更
願
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
な
ど

を
経
営
さ
れ
る
方
や
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸

し
付
け
て
い
る
方
が
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
1
月
31
日
ま
で
に

そ
の
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
長
へ
申
告
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
中
旬
頃
に
申
告
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
所
有
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き

　

所
有
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
翌
年
の
1

月
1
日
ま
で
に
相
続
登
記
が
未
了
の
と
き
は
、
相
続
人

の
中
か
ら
代
表
者
を
決
め
て
い
た
だ
き
「
相
続
人
代
表

者
指
定
届
出
書
（
現
所
有
者
申
告
書
）」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
続
人
代
表
者
、
納
税
管
理
人
、
代
納
者
等

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す
！

　

平
成
28
年
1
月
以
降
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
給
与
所
得
者
ま
た

は
公
的
年
金
所
得
者
の
方
向
け
の
申
告
書
作
成
画
面
を

新
設
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
で
も
操
作
が
し
や
す
い
画
面
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
作
成
し
た
申

告
書
は
、
印
刷
し
て
郵
送
等
で
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」
を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

納
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
税
課

☎
８
５
０
・
０
２
４
２

固
定
資
産
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

12
月
は
固
定
資
産
税
第
3
期
の
納
期
月
と
な
っ
て
い

ま
す
。
納
期
内
に
自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

都
合
に
よ
っ
て
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
場
合
に
は
、

「
納
税
相
談
」
や
「
分
割
に
よ
る
納
付
手
続
き
」
な
ど

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
納
税
課
ま
で
お
早
め
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

分
割
に
よ
る
納
付
手
続
き
を
行
っ
た
税
は
、
口
座
振

替
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
便
利
で
す
！

　

金
融
機
関
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ
る
た
め
、

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま

す
。（
預
金
残
高
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

手
続
き
は
金
融
機
関
に
て
、
通
帳
届
出
印
、
通
帳
、

納
付
書
を
持
参
し
、
備
え
つ
け
の
口
座
振
替
依
頼
書
へ

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
込
み
ま
す
。（
詳
し
く
は
、

各
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

口
座
振
替
で
の
納
付
済
金
額
は
、
記
帳
も
し
く
は
市

役
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
口
座
振
替
領
収
書
」（
ハ
ガ
キ
）

で
ご
確
認
で
き
ま
す
。

納
付
期
限
が
過
ぎ
た
市
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

お
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
・
再
発
行
納
付
書
の
納
付

期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
各
金
融
機
関
で
の
納

付
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
た
り

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
納
税
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
働
の
ま
ち
推
進
課

☎
８
５
０
・
０
１
５
９

平
成
27
年
度
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

12
月
21
日
（
月
）
か
ら
平
成
28
年
1
月
4
日
（
月
）

ま
で
の
15
日
間

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
歩
行
者
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事
故
の
防
止
）

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
若
年
層
を
含
め

た
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進
）

　

以
上
３
項
目
を
重
点
項
目
と
し
て
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
も
日
頃
か
ら
交
通
安
全
に
は
、
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。　

司
法
書
士
法
律
相
談
の
日
程
に
つ
い
て

　

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
司
法
書
士

法
律
相
談
に
つ
い
て
、
12
月
の
第
4
水
曜
日
（
12
月
23

日
）
は
公
休
日
（
天
皇
誕
生
日
）
の
た
め
、
相
談
は
12

月
22
日
（
火
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
時
間
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
課

☎
８
５
０
・
０
１
０
３

市
民
課
窓
口
開
設
時
間
短
縮
お
よ
び
支
所
閉
鎖
の
お

知
ら
せ

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
事
業
を
導
入
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
4
月
か
ら

本
庁
舎
市
民
課
窓
口
時
間
を
現
在
の
「
19
時
ま
で
」
か

ら
「
17
時
15
分
ま
で
」
に
短
縮
し
ま
す
。
ま
た
、
3
月

末
日
を
も
ち
ま
し
て
市
内
4
支
所
（
Ａ
コ
ー
プ
と
み
え
ー

る
店
、
真
嘉
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
立
中
央

公
民
館
、
市
立
中
央
図
書
館
）
で
の
証
明
発
行
業
務
も

終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
。
各

家
庭
に
配
達
さ
れ
る
申
請
書
で
、
市
役
所
に
お
い
て
無

料
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
年
金
課

☎
８
５
０
・
０
１
３
９

那
覇
年
金
事
務
所

☎
０
９
８
・
８
５
５
・
１
１
２
２

退
職
後
の
年
金
手
続
き
に
つ
い
て

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
再
就
職

す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

減
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
加
入
手
続
き
に
必
要
と
な
る
も
の

①
会
社
が
発
行
す
る
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

②
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

③
印
鑑

任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
25

年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
40
年
の
納
付
済
期

間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い

場
合
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
と
き
は
、
60
歳
以
降
（
申
出
さ
れ
た
月
以
降
）

で
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
65
歳
ま
で
の
間

②

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
70
歳
ま
で

の
間

③
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本
人
の

方
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
③
を
除
き
保
険
料

の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
が
原
則
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
課

☎
８
５
０
・
０
１
５
３　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対

象

者　

平
成
27
年
度
の
住
民
税
非
課
税
の
方

支

給

額　

お
一
人
に
つ
き
、
６
，
０
０
０
円

支
給
方
法　

指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み

申
請
方
法　

　

対
象
と
な
り
う
る
方
へ
、
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
郵
送
も
し
く
は
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
限　

平
成
28
年
2
月
1
日

　
　
　
　
　
　
　
（
2
月
1
日
当
日
消
印
有
効
）

※

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

※

申
請
書
の
紛
失
・
水
濡
れ
・
書
き
損
じ
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
再
発
行
・
再
発
送
し
ま
す
の
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

障
が
い
・
長
寿
課

☎
８
５
０
・
５
３
２
０

手
話
通
訳
者
を
窓
口
に
配
置
し
て
い
ま
す

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
が
市
役
所
窓
口
で
の
手
続
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
12
月
か
ら
手
話
通
訳
者
を

障
が
い
・
長
寿
課
窓
口
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
市
役
所

で
の
手
続
き
や
相
談
を
行
う
際
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

事
業
内
容　



市
役
所
庁
舎
内
に
お
け
る
手
続
き
や
相
談

等
の
手
話
通
訳
業
務

日　
　

時　

毎
週
月
～
金
曜
日　

9
時
～
16
時

　
　
　
　
　

※
土
日
、
祝
日
休
み

　
　
　
　
　

※
12
時
～
13
時
は
除
く

農
林
水
産
課

☎
８
５
０
・
５
３
０
５

本
市
の
農
業
経
営
者
・
農
地
を
所
有
す
る
皆
さ
ま
へ

～
皆
さ
ん
の
農
地
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
～

農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
・
・
・

　

人
と
農
地
の
問
題
解
決
に
向
け
て
農
地
中
間
管
理
事

業
が
平
成
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
県
農
業
振
興
公
社
が
農
地

中
間
管
理
機
構
と
し
て
県
知
事
か
ら
指
定
を
受
け
た
公

的
な
機
関
で
、
農
地
の
継
続
的
な
有
効
利
用
や
、
農
業

経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
中
間
管
理
機
構
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

○

契
約
期
間
中
の
賃
料
は
、
機
構
が
責
任
を
も
っ
て
地

主
に
支
払
い
ま
す
。

○

面
倒
な
賃
貸
借
の
手
続
き
、
賃
料
の
徴
収
、
借
受
か

ら
貸
付
ま
で
の
農
地
の
管
理
は
機
構
が
行
い
ま
す
。

○

借
り
受
け
た
農
地
は
、
地
域
で
頑
張
る
担
い
手
に
貸

し
付
け
ま
す
。

○

契
約
期
間
満
了
時
に
は
、
農
地
が
必
ず
皆
さ
ま
の
元

へ
戻
っ
て
き
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
26
日
以
降
か
ら
、
借
受
希
望
者
（
農
地

を
借
り
た
い
方
）
の
申
請
手
続
き
が
、
随
時
受
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

※

貸
付
希
望
者
（
農
地
を
貸
し
た
い
方
）
の
申
請
手
続

き
は
今
ま
で
通
り
随
時
受
付
で
き
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
農
地
を
借
り
た
い

方
・
貸
し
た
い
方
は
、
市
役
所
2
階
農
林
水
産
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

☎
８
５
０
・
５
３
３
２

地
区
計
画
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
へ
新
築
・

増
築
や
工
作
物
の
設
置
の
手
続
き
の
お
願
い

宜
保
地
区
、豊
崎
地
区
、豊
見
城
・
高
安
地
区

　

地
区
計
画
区
域
内
に
お
い
て
建
築
物
を
新
築
・
増
築

す
る
際
は
、
地
区
計
画
の
届
出
や
建
築
確
認
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
工
作
物
（
垣
ま
た
は
さ
く
、
広
告
、
看
板
類
）
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の
設
置
、
新
た
に
増
改
築
す
る
車
庫
や
倉
庫
、
物
干
し

場
も
建
築
物
で
あ
れ
ば
地
区
計
画
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

地
区
計
画
を
守
っ
て
良
好
な
住
環
境
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。

下
水
道
課
・
農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
課（
公
共
下
水
道
）



☎
８
５
０
・
８
１
６
４

農
林
水
産
課（
農
業
集
落
排
水
）

☎
８
５
０
・
５
３
０
５

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

公
共
下
水
道
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
区
域
で
接

続
が
ま
だ
の
ご
家
庭
は
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。（
接
続
の
可
否
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
な
お
、
汲
み
取
り
便
所
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止

し
て
接
続
す
る
場
合
は
、
工
事
の
資
金
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
。

※

農
業
集
落
排
水
と
は
保
栄
茂
・
翁
長
の
一
部
地
域
の

下
水
道
で
す
。

貸
付
限
度
額　

個
人
住
宅
30
万
円
／
集
合
住
宅
80
万
円

返
済
方
法　



40
回
以
内
の
毎
月
元
金
均
等
払
い
（
無
利

息
）

公
共
下
水
道
接
続
促
進
事
業
補
助
金

補
助
対
象
工
事

　

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
内
で
合
併
浄
化
槽
、
単
独

浄
化
槽
ま
た
は
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
廃
止
し
て
行

う
排
水
設
備
工
事
で
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
確
認
申

請
書
」
を
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
申
請
し
、
平
成

28
年
1
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
。

※

新
築
の
建
物
や
農
業
集
落
排
水
（
保
栄
茂
地
区
、
翁

長
一
部
地
区
）
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
額

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
建
物

・

補
助
対
象
工
事
費
が
5
万
円
未
満
の
場
合

　
（
当
該
工
事
費
の
額
）

・

補
助
対
象
工
事
費
が
5
万
円
以
上
の
場
合
（
5
万
円
）

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式
便
所
を
設
置
し

て
い
る
建
物

・
補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
未
満
の
場
合

　
（
当
該
工
事
費
の
額
）

・
補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
以
上
の
場
合
（
10
万
円
）

※

当
該
工
事
費
の
額
に
1
万
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

指
定
給
水
工
事
事
業
者
（
12
月
・
1
月
）

水
道
部
施
設
課

☎
８
５
０
・
０
１
１
１

▼
宅
地
内
修
理
当
番　

※
宅
地
内
修
理
は
有
料

12
月　
（
有
）
東
和
技
研　

字
嘉
数
612-

2　
　
　
　

☎
８
５
１
・
１
０
０
１

1
月　

大
悟
設
備
工
業　

字
与
根
87-

9

▼
道
路
側
修
理
当
番

12
月　

三
星
建
設　

字
豊
見
城
493-

3
☎
８
５
０
・
６
０
８
９

1
月　
（
有
）
東
志
工
業　

字
上
田
95-

3

生
涯
学
習
振
興
課

☎
８
５
０
・
３
５
９
１

市
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
停
止
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
コ
ー
ト
の
劣
化

が
見
ら
れ
た
た
め
、
12
月
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
全
面
改

修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
工
事
終
了
ま
で
の
間
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
利
用
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
停
止　

12
月
～
未
定
（
工
事
の
進
捗
に
よ
り
ま
す
）

豊
見
城
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

豊
見
城
警
察
署

☎
８
５
０
・
０
１
１
０
※
緊
急
は
１
１
０
番

「
年
末
・
年
始
総
合
警
戒
」の
実
施
に
つ
い
て　

期　
　

間　

12
月
1
日
（
火
）～
1
月
3
日
（
日
）
ま
で

　

年
末
年
始
は
各
種
犯
罪
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
全
国
で

「
年
末
・
年
始
総
合
警
戒
」
を
実
施
し
ま
す
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
啓
発
週
間

期　
　

間　

12
月
10
日
（
木
）～
16
日
（
水
）

　

拉
致
問
題
、
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
。

ツ
ー
ロ
ッ
ク
で
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
の
盗
難
防
止

　

無
施
錠
の
乗
物
は
盗
ま
れ
ま
す
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ

ク
等
の
鍵
を
掛
け
る
際
は
、
柱
や
柵
等
の
固
定
物
へ
繋

げ
る
習
慣
を
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
に
注
意
‼

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
不
審
電
話
や
メ
ー

ル
が
相
次
ぎ
、
詐
欺
被
害
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
等
の
不
審
な
問
い
合
わ
せ
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

電
子
マ
ネ
ー
ID
を
騙
し
取
ら
れ
る
事
件
発
生
‼

　

電
子
マ
ネ
ー
の
ID
を
詐
欺
業
者
に
教
え
て
、
騙
さ
れ

る
詐
欺
被
害
が
県
内
で
発
生
し
ま
し
た
。
不
審
な
相
手

と
の
連
絡
交
換
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

飲
酒
運
転
根
絶
を
！

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
、
新
年
会
等
で
飲
酒
の
機
会

が
増
え
る
時
期
で
す
。

・

飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
・
危
険

性
の
高
い
犯
罪
で
す
。

・

飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
」

社
会
を
つ
く
り
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーぐっ

ぴ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
っ
ぴ
～



☎
８
５
０
・
９
２
１
４

地
域
子
育
て
出
前
支
援
に
つ
い
て

　

保
育
士
が
地
域
に
出
向
き
、
親
子
と
一
緒
に
遊
具
遊

び
や
手
遊
び
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
、
心
配
ご
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
豊
崎
地
域
連
携
室
（
豊
崎
小
学
校
体
育
館
2
階
）

日　
　

時　

12
月
15
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
　

象　

豊
崎
在
住
の
0
歳
～
就
学
前
の
親
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
県
営
真
玉
橋
団
地
集
会
所

日　
　

時　

12
月
24
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対　
　

象　



県
営
真
玉
橋
団
地
在
住
の
0
歳
～
就
学
前

の
親
子

※

利
用
料
は
無
料
で
、
祖
父
母
の
参
加
も
可
能
で
す
。

お
子
さ
ん
の
安
全
管
理
は
保
護
者
の
方
が
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

「
キ
ッ
ズ（
ベ
ビ
ー
）＆
マ
マ
ヨ
ガ
」

日

時　

12
月
17
日
（
木
）
10
時
15
分
～
11
時
30
分

対

象　

0
歳
～
就
学
前
の
親
子
25
組

場

所　

豊
見
城
団
地
集
会
所
・
子
育
て
支
援
所

受
付
期
間　



12
月
9
日
（
水
）
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま

で

真
嘉
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー



☎
８
４
０
・
６
８
２
８

巨
大
め
い
ろ
～
ま
か
ぶ
ラ
ン
ド
～　

参
加
費
無
料

日　
　

時　

【
団
体
】
12
月
12
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分　

【
一
般
】
12
月
12
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

12
月
13
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場　
　

所　

ま
か
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※

学
童
な
ど
団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
予
約
が

TOMIGUSUKU CITY PUBLIC RELATIONS　2015.12 20

INFORMATION



必
要
で
す
。
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
両
日
共
、
終
了
後
は
セ
ン
タ
ー
閉
館
し
ま
す
。

健
康
推
進
課
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

地
域
の
子
育
て
応
援
団「
母
子
保
健
推
進
員
」大
募
集

～

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
す
く
す
く
育
つ
よ
う
、
お
手

伝
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

活
動
内
容

①
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
の
お
手
伝
い

②

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
（
宝
宝
）
事
業
の
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
な
ど

申
込
み
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
長
寿
の
秘
訣
。地
産
地
消
の
野
菜
を
使
っ
た
健
康
づ

く
り
」参
加
者
募
集
！

　

調
理
実
習
を
と
お
し
て
簡
単
野
菜
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
。

本
市
の
〝
食
改
さ
ん
〟（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
が
行

う
講
座
で
す
。

日　
　

時　

1
月
30
日
（
土
）　

9
時
30
分
～
12
時

場　
　

所　

市
立
中
央
公
民
館　

調
理
室

対

象

者　

市
内
在
住

募
集
人
数　

20
名
（
先
着
順
）

参

加

費　

３
０
０
円

準

備

物　



エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

申
込
締
切　

1
月
22
日
（
金
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
事
務
局
（
市
健
康
推
進

課
）

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

「
お
や
こ
の
食
育
教
室
」参
加
者
募
集
！

　

本
市
の
〝
食
改
さ
ん
〟
が
「
食
育
5
つ
の
力
」
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
、
お
や
こ
で
学
ぶ
料
理
講
習
会
で

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
も
体
験
で

き
ま
す
よ
！

日　
　

時　

12
月
20
日
（
日
）　

9
時
30
分
～
13
時

場　
　

所　

市
立
中
央
公
民
館　

調
理
室
・
和
室

対

象

者　



市
在
住
の
親
子
20
組
（
子
ど
も
は
幼
稚
園

～
小
学
6
年
生
）
※
先
着
順

参

加

費　

大
人
1
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も
1
人
２
０
０
円

準

備

物　



エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
（
大
人
の
み
）、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル

※
お
子
さ
ま
に
は
バ
ン
ダ
ナ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

申
込
締
切　

12
月
11
日
（
金
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

☎
８
５
０
・
０
１
６
２

市
民
体
育
館
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

市
民
体
育
館

☎
８
５
０
・
１
５
５
０

「
と
み
ん
ち
ゅ
手
作
り
市
」に
向
け
て
出
店
者
募
集
！

日　
　

時　

1
月
29
日
（
金
）　

11
時
～
15
時

　
　
　
　
　

2
月
14
日
（
日
）　

10
時
～
16
時

場　
　

所　

市
民
体
育
館
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

　

雑
貨
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
布
小
物
、
木
工
、
寄
せ
植

え
植
物
な
ど
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
の
出
店
が
出
来
ま
す
。

　

出
店
経
験
の
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
第
3
期

市
民
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
全
10
回
コ
ー
ス
）

日　
　

時　

1
月
7
日
（
木
）～
3
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

毎
週
木
曜
日　

10
時
～
12
時

講　
　

師　

島
袋　

容
子

午
前
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
入
門
教
室
（
全
10
回
コ
ー
ス
）

日　
　

時　

1
月
13
日
（
水
）～
3
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日　

10
時
～
12
時

講　
　

師　

大
城　

裕
子

午
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
入
門
教
室
（
全
10
回
コ
ー
ス
）

日　
　

時　

1
月
13
日
（
水
）～
3
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

講　
　

師　

大
城　

裕
子

※
受
講
料
は
５
，
０
０
０
円
で
す
。（
保
険
料
込
み
）

※

申
込
期
間
は
い
ず
れ
も
12
月
25
日
（
金
）
ま
で
で
、

各
定
員
は
先
着
30
名
で
す
。
対
象
は
20
歳
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市
消
防
本
部
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

市
消
防
本
部

☎
８
５
０
・
３
１
０
５

女
性
消
防
団
員　

随
時
募
集（
消
防
団
員
募
集
）　　

資　
　

格

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
（
大
学
生
・

専
門
学
校
生
可
）

※

「
若
い
力
」
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
消
防

団
員
に
興
味
の
あ
る
方
や
サ
ー
ク
ル
団
体
の
メ
ン
バ
ー

は
、
消
防
団
担
当
の
警
防
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
サ
ー
ク
ル
団
体
等
の
入
団
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）

応
急
手
当
講
習
会
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
救
命
講
習
会

毎
月
2
回

・
第
1
木
曜
日　

9
時
30
分
～
12
時
30
分

・
第
3
木
曜
日　

18
時
30
分
～
21
時
30
分

上
級
救
命
講
習
会

毎
年
2
回
（
11
月
と
2
月
）

8
時
間
講
習
（
効
果
試
験
有
り
）

・
第
3
日
曜
日　

9
時
～
18
時

場　
　

所　

市
消
防
本
部　

2
階
講
堂

申
込
人
数　



各
20
名
ま
で
、
た
だ
し
3
名
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

申
込
期
限

　

講
習
会
日
の
10
日
前
ま
で
に
受
付
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
内
（
管
轄
内
）
に
住
所
ま
た
は
職
場
が
あ
る
方
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
８
５
０
・
７
７
１
６

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集　
　
　
　
　
　
　

　

自
ら
の
能
力
や
経
験
を
活
か
し
て
、
社
会
に
役
立
つ

仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　
　

象　



市
内
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
！

説
明
会　

12
月
15
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場

所　



当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
市
陸
上
競
技
場
1

階
）

年
会
費　

２
，
０
０
０
円

　

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
た
い
方
も
会
員
に
入
会
す

れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

○
毛
筆
サ
ー
ク
ル　

○
民
謡
サ
ー
ク
ル　

○
三
線
サ
ー
ク
ル　

○
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

○
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル　

○
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

○
琉
舞
お
よ
び
小
物
作
り
サ
ー
ク
ル

※

日
時
、
場
所
、
入
会
金
、
月
会
費
等
が
あ
り
ま
す
の
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で
、
詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

お
仕
事
の
依
頼

①
お
手
軽
に
電
話
で
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

②

ご
相
談
・
お
見
積
り
（
無
料
）
の
う
え
、
セ
ン
タ
ー

と
契
約
を
結
び
ま
す
の
で
、
会
員
の
就
業
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
に
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

③
公
益
法
人
の
為
、
安
心
で
割
安
で
す
。

お
仕
事
の
内
容

サ
ー
ビ
ス
分
野

○

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
・
保
育
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど

折
衡
・
外
交
分
野

○
広
報
・
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

屋
内
外
の
一
般
作
業

○

除
草
・
草
刈
り
・
枝
切
り
・
剪
定
、
屋
内
外
の
清
掃

作
業
、
公
園
清
掃
な
ど

管
理
分
野

○
駐
車
場
整
理
、
公
共
施
設
管
理
な
ど

事
務
分
野

○
毛
筆
宛
名
・
賞
状
筆
耕
、
整
理
事
務
な
ど

専
門
技
術
分
野

○

大
工
作
業
、
塗
装
作
業
、
左
官
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
タ
イ

ル
張
り
、
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え
な
ど

　

年
末
に
向
け
て
の
庭
木
の
手
入
れ
、
剪
定
、
家
屋
の

清
掃
、
障
子
の
張
替
等
の
ご
依
頼
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
短
期
間
、
短
時
間
の
お
仕
事
も
喜
ん
で
お
引
き
受

け
し
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
８
５
６
・
２
７
８
２

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

12
月
１
日
～
12
月
28
日
は
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
紙
面

に
お
い
て
紹
介
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

人
材
育
成
基
金
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
豊
見
城
電
友
会
さ
ま
か
ら
、
人
材
育
成
基
金
へ
15
万
円

▼
富
士
開
発
さ
ま
か
ら
、
人
材
育
成
基
金
へ
100
万
円

●法律相談（弁護士）
と 　 き：第1・第3水曜日9時～12時
と こ ろ：社会福祉センター
お問い合わせ：☎856-2782（事前予約が必要です）
●法律相談（司法書士）
と 　 き：第2・第4水曜日10時～12時
と こ ろ：市役所1階　市民相談室
お問い合わせ：☎850-0159（事前予約が必要です）
●家庭児童相談室
と 　 き：月曜～金曜日　9時～16時30分
お問い合わせ：☎840-5633
●障害福祉に関する相談・障害者虐待に関する相談、通報
桜山荘障がい者相談支援センターさくら（字高嶺）
お問い合わせ：☎840-5904
指定相談支援事務所ひまわり（字渡橋名）
お問い合わせ：☎856-6639
豊見城市障がい・長寿課　障がい福祉班（平日8時30分～17時15分）
お問い合わせ：☎850-5320/FAX856-7046
虐待通報（夜間・休日）
☎850-0024　
●適応指導教室
と 　 き：月曜～金曜日　10時～16時
と こ ろ：教育相談室（市陸上競技場内）
お問い合わせ：☎856-1538
●職場におけるセクシュアルハラスメント相談
と 　 き：毎週月曜日・水曜日10時～17時
　　　　　　※専門の相談員が対応
　　　　　　それ以外の平日8時30分～17時15分
　　　　　　※雇用均等室職員が対応
と こ ろ：沖縄労働局雇用均等室（土日、祝祭日は閉庁）
お問い合わせ：☎098-868-4380
●労働に関する相談
◎沖縄県女性就業・労働相談センター
と 　 き：電話相談　月曜日～土曜日　9時～20時（祝日を除く）
　　　　　　対面相談　月曜日～金曜日　9時～17時
　　　　　　　　　　　（祝日を除く※要予約）
と こ ろ：沖縄県三重城合同庁舎5階
お問い合わせ：☎0120-610-223
◎沖縄労働局総合労働相談コーナー
と 　 き：月曜日～金曜日　9時～12時/13時～17時
と こ ろ：沖縄労働局企画室内
お問い合わせ：☎098-868-6060
◎那覇総合労働相談コーナー
と 　 き：月曜日～金曜日　9時～12時/13時～17時
と こ ろ：那覇労働基準監督署
お問い合わせ：☎098-868-8008
●男性相談（男性相談員が対応します）
と 　 き：日曜・月曜　10時～16時
お 休 み：年末年始（12/29～1/3）※月曜が祝日の場合
相談方法;電話相談のみ
お問い合わせ：☎098-868-4011
●女性相談
と 　 き：月曜～金曜日　9時30分～16時30分
お問い合わせ：☎840-5633（家庭児童相談室）
●消費生活相談
と 　 き：第1・第3火曜日　10時～12時/13時～16時
と こ ろ：市役所1階（市民相談室）
お問い合わせ：☎850-0159（協働のまち推進課）
●みんなの人権110番　全国人権共通人権相談ダイヤル
受 付 時 間：月曜日～金曜日　8時30分～17時15分
お問い合わせ：☎0570-003-110
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	 2015
December

12月市民カレンダー
瀬長島
10月分のごみ回収量

約450㎏
市内1世帯あたりから出た
ごみの量（10月）

約50.8㎏
日 月 火 水 木 金 土

6	 旧10.25 7	 旧10.26 8	 旧10.27 9	 旧10.28 10	 旧10.29 11	 旧11.1 12	 旧11.2
経過観察クリニック
（市役所4階保健センター）
受付13時30分～14時30分

司法書士相談
（市役所1階市民相談室）
要予約10時～12時
乳幼児健康相談
（市役所4階保健センター）
受付10時～11時

離乳食実習
（市立中央公民館　調理実習室）
13時30分～15時30分

13	 旧11.3 14	 旧11.4 15	 旧11.5 16	 旧11.6 17	 旧11.7 18	 旧11.8 19	 旧11.9
おやこでたのしもう
てぶくろ人形劇
(市立中央図書館1階大集会室)
14時～
生活習慣病予防教室
（琉球温泉瀬長島ホテル）
受付9時～

消費生活相談
（市役所1階市民相談室）
10時～12時/13時～16時
シルバー人材センター入会
説明会（当センター会議室）
10時～12時

3歳児健康診査
（市役所4階保健センター）
受付13時30分～14時30分

1歳6ヵ月児健康診査
（市役所4階保健センター）
受付13時30分～14時30分

クリスマスおはなし会
(市立中央図書館1階大集会室)
15時～
特定健診・がん検診
（市役所1階ロビー）
受付8時30分～10時30分

20	 旧11.10 21	 旧11.11 22	 旧11.12 23	 旧11.13 24	 旧11.14 25	 旧11.15 26	 旧11.16
おやこの食育教室
（市立中央公民館調理室・和室）
9時30分～
乳児一般健康診査
（市役所4階保健センター）
受付1階

司法書士相談
（市役所1階市民相談室）
要予約10時～12時

天皇誕生日 子ども映画会
「名犬ラッシー」
(市立中央図書館1階大集会室)
10時30分～

27	 旧11.17 28	 旧11.18 29	 旧11.19 30	 旧11.20 31	 旧11.21 1月
市立中央図書館年末年始休
館のお知らせ
【平成28年1月4日（月）まで】
市役所仕事納め

大晦日
プレミアム付商品券使用期限 1	 旧11.22 2	 旧11.23

元日
正月のごみ収集お休み期間
3日まで

3	 旧11.24 4	 旧11.25 5	 旧11.26 6	 旧11.27 7	 旧11.28 8	 旧11.29 9	 旧11.30
市役所仕事始め 消費生活相談

（市役所1階市民相談室）
10時～12時/13時～16時

燃やせないごみ・危険ごみカレンダー
（平成27年12月～平成28年1月）

地区 収集区域 収集日

Ａ
地区

豊見城（県道７号線東側）、高安の一部、
根差部、嘉数、豊見城ニュータウン、真玉橋、
金良、長堂、饒波の一部

第1・第3
火曜日

Ｂ
地区

高安の一部、饒波の一部、豊見城団地、
県営豊見城団地、平良、高嶺、上田（市
道25号線東側）、渡嘉敷、保栄茂、翁長、
渡橋名の一部、豊崎

第1・第3
水曜日

C
地区

豊見城（県道７号線西側）、宜保、我那覇、
名嘉地、田頭、瀬長、与根、伊良波、座安、
渡橋名の一部、上田（市道25号線西側）

第1・第3
月曜日

※家庭ごみは、3袋以内を目安に出してください。 
※ごみ減量のために、生ごみの堆肥化を心掛けましょう。

家庭ごみ収集の正月休み（１/１～１/3）について
☆正月（1/1〜1/3）は、家庭ごみの収集はお休みです。
　12月31日（木）までは通常に収集を行います。
　年始のごみ収集は1月4日（月）から通常の収集を開始します。
みなさんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

～野焼き（野外焼却）は禁止されています～
　野外での廃棄物焼却行為また、一定の構造基準を満たして
いない廃棄物焼却炉の使用は法律や条例等（一部の例外を除き）
で禁止されていて、違反者に対して次の罰則規定が定められ
ています。
5年以下の懲役もしくは1千万円以下の罰金に処し、またはこ
れを併科する。
　改善命令等に従わず、常習的に『野焼き』を行った場合、豊
見城警察署へ通報し、しかるべき措置を図ります。
※詳しくは生活環境課までお問い合わせください。

お問い合わせ　生活環境課　☎850−5520

※“取っ手付き”もやせるごみ袋（大）を11
月から販売中です。初回製造分6,000パッ
クのうち、ひと月で4,200パック販売!現
在12,000パック追加製造中です。市民の
みなさま、この機会にご利用ください‼

平成28年名刺交換会
日時：1月5日（火）15時～
場所：市立中央公民館
会費：2,000円／1人

平成28年祝賀会
日時：1月5日（火）18時～
場所：市立中央公民館
会費：2,000円／1人
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全人口 男 女 世帯数
平成27年

（2015年）
10月末日

62,386
人

30,723
人

31,663
人

24,006
戸

先月比 ＋155人 ＋90人 ＋65人 + 88戸

　今年も残り一カ月を切りました
が、皆さんいかがお過ごしでしょ
うか？
　年末年始は、何かと忙しくなり
追い込まれる季節。また、忘年会
や新年会など外食が増えると思い
ますが、体調管理には十分に気を
付けてよい年を過ごしましょう！
と自分自身も心掛けて今年を過ご
します！
　今年も広報とみぐすくを読んで
いただきありがとうございます！
来年もよろしくお願いします！
	 （ゆうき）

　気づけば12月。月日がたつの
は早いですね～。皆さん楽しい一
年を過ごせたでしょうか？？私は
4月から広報紙作成をさせていた
だき、貴重な経験をして充実した
反面、重大な仕事に気の抜けない
一年だったと思います(-_-;)来年
はもう少し余裕をもって、いろい
ろとチャレンジしたい事があるの
でそれを達成できればなと思って
います!(^^)!
　それでは皆さんよいお年を～！
	 （たかひろ）

　平成28年1月5日（火）、市立中央公民館中ホール
において、平成28年豊見城市『新春名刺交換会』、『年
始祝賀会』を開催します。
　新年の幕開けを祝うとともに、多くの市民の皆さ
まのご参加をお待ちしています。なお、受付につい
ては当日、会場での受付となっています。詳しくは
下記までお問い合わせください。

お問い合わせ　秘書広報課　☎850-0023

　今年もイルミネーションの季
節がやってきました！
　毎年大好評の「夢の灯篭」をはじめ、光のトンネル
など幻想的なイルミネーションがあなたをお出迎え！
25日（金）はクリスマスイベント！さらに最終日には
「ディアマンテス」によるカウントダウンライブ！夜
空を彩る打ち上げ花火で新年を迎えましょう！
期　　日　12月12日（土）～12月31日（木）
点灯時間　①18時～22時（12日～30日）
　　　　　　最終入場は21時30分
　　　　　②18時～24時（31日のみ）
　　　　　　最終入場は23時00分
場　　所　豊崎海浜公園　南側多目的広場
入　場　料　高校生以上　お一人様300円　
　　　　　※31日のみ500円
※中学生以下は無料となりますが、保護者の同伴が
必要になります。身体障害者手帳をお持ちの方は
無料になります。
※悪天候、または混雑状況によって来場者の安全が
確保されないと判断された場合には、入場制限を
しますので、ご了承ください。
お問い合わせ　市観光協会　☎856-8766

平成28年
豊見城市『新春名刺交換会』『年始祝賀会』

開催のお知らせ
「光のガーデンイルミネーション&

カウントダウン2016」

平成28年新春名刺交換会
日時　平成28年1月5日（火）
　　　15時～
場所　市立中央公民館　
　　　中ホール
会費　1人　2,000円

平成28年年始祝賀会
日時　平成28年1月5日（火）
　　　18時～
場所　市立中央公民館　
　　　中ホール
会費　1人　2,000円

▲写真は前回の開催風景です。

▲写真は前回の開催風景です。


